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新 春 雑 感 
養鶏試験場 出 口 孝 吉 

 

 つい３・４年くらい前までは、50 羽養鶏の推進と

いうことが盛にいわれた。そのころ専業経営では何

羽がよいかと聞かれたことがあったが、これからは

千羽以上だと答えたところ、そんな大羽数はとても

といわれたことがある。しかし時勢は急激に変った。

現在では農家養鶏でも３百、５百と数を増し、２千

羽以上も珍しくなくなった。とにかく経済成長の勢

いは物すごい。 

 経済成長といえば、水島地帯の発展は目をみはら

せるが、その水島の一部には海を渡って四国から卵

がはいっているという話がある。県内にありあまる

程卵が生産されているのに、わざわざ運賃を払い海

を越えて入れるのはどうも分からないが、物の交易

にはこのようなおかしな関係があるものらしい。た

とえば、ひよこでも岡山県から西に東にどんどん送

られる反面、他県からはいってくるものもある。地

元に孵化場がありながら、わざわざ遠方から引いて

いる。この現象は全国各地で見られる。外国貿易で

もこんなことがあるらしく、行きの船で鉄板を積ん

でいったのに、帰りの便には同じようなものを持っ

て帰るという事実を現にかって経験した。もっとも

何とかいう銀座のバーでは、レッテルだけの外国産

ウイスキーを、にせものと知らずに流石はスコッチ

だとかいって有難がっていた連中もいる御時世だか

ら、卵やひよこが国内をあちこち運ばれるのは無理

はないかもしれない。しかし地元のものを利用する

という考えや、生産する側でも実質的な宣伝と供給

組織を検討することによって、合理的なルートにの

せることが必要ではあるまいか。 

 

 田中地先にもいろいろな施設ができて、見学の方

も試験場だけでなく、備南荘、訓練所、養鶏場等々

でこぼこ道を大型観光バスが往来して賑やかである。

この見学者というもの、大勢になればなる程、説明

をしてもうわの空、場内を廻っても超スピード、中

に２、３熱心家がいて見学の本当の目的を果そうと

詳しく見たり質問したりしようとするが、心は早や

後楽園や市内見物にいっている大多数の観光組にせ

かされて、不本意ながら引き上げてしまう。このん

事なら初めから旅行の予定から外せばよいのに、試

験場見学がはいらないと大義名分がたたないらしい。

しかしこういう観光ブームの半面、真剣な視察者が

ふえていることは事実である。 

 

 ところで新春から汚い話で恐縮だが、家畜や鶏の

排泄物の処置が多頭羽飼育になると大きな問題にな

る。近くのある大羽数飼育家は鶏糞に押しつぶされ

た夢を見たという話だが、既に大都市周辺の企業畜

産経営においては、糞尿は収入でなくて大きな経費

を要するものとなっている。この間見学した下関の

大養鶏試験場では、セメント工場にあるような巨大

な回転炉に熱風を送り、そこを鶏糞が通る間に乾燥

する仕組で、最初から最後の袋詰めまで全部オート

メ処理されていたが、大企業だからできるものの、

７百万円もの機械設備の償却やら燃料費を考えると、

高い鶏糞になってしまうだろう。関東のどこかの農

試の技師の研究によって、糞尿醸酵させてメタンガ

スをとる方法が実用化されているそうだが、畜産の

方でもこのような研究や実施が必要であろう。これ

からの畜産人は家畜の改良とか審査、診療などだけ

でなく、家畜家禽の飼養環境や設備の改善、省力管

理、飼料の生産利用、経営の指導等新しい分野に発

展することが大切であると思う。ところが新しい分

野は分らないことが多い。早い話が、１万羽の飼育

の協業経営にはどんな鶏舎がよいか、中、大雛の最

も経済的で効果の大きいケージは、など聞かれると、

一応の答えはできても、鶏の生理や環境に基づいた

大鶏舎の設計や、ひなの日令に応じたはっきりした

基礎をもって回答することが困難である。こんな簡

易なことから片付けて積み重ねてゆかなければなら

ない。 

 

 経営の関係でもいろいろな問題がある。当場で経

営調査し実施したが、実際記帳している農家でも調
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査してみると次々に不備な点がでてくる。また農家

の現状を聞くと、養鶏をやっても採算がとれないと

いうことを盛んに耳にする。はたしてそうだろうか。

養鶏の収支は黒字となるべきものが、卵代を毎日の

家計支出に使ってしまうので、必要経費を払えない

というのが実際には多いようである。家計の上では

プラスになっているが、養鶏については飼料代が借

金として残るので、収支は赤字だという妙なことが

生れてくる。したがって、確実、有利、安全という

証券会社や信託投資のうたい文句にあるような経営

をするには、生産指導はもちろんのことだが、個々

の事例については消費面の指導をしないと、現地の

活動においては完全とはいえないだろう。企業を銀

行管理するように、赤字農家には第三者が経営管理

する方式も、一つの方法でないかという考えも浮ん

でくる。 

 


